
大里峠 後半 

夕方になって、忠蔵が炭焼きから帰ってくっと 

「アーン アーン」！」 

「おっかあ いのなったー！」 

「なんだって、おっかあ いねんだが！」 

 忠蔵は、たるがからになっていだったっけ、大蛇の味噌漬けば食でしもだな、

と思で、なみと一緒に女川の上流まで探しに行ったど。 

 それがら、何年も何年もたったある日、一人の琵琶法師が、ふるさとへ帰る

途中、米澤から下関の方へ向かって山道を歩いでだったど。 

 秋が近っけ夏の夜だったすけ、風もひんやりしてなんぼが身もぢいいよるだ

ったど。 

 大里峠で夜になってっけ峠の小さなお宮の前でこしかけ、琵琶を弾き始めた

んだど。 

 琵琶を弾きながら、うつらうつらどしてっと、 

「法師様、なんと心にしみいるいい音色でしょう。もう一曲きがしてください

まし。」 

 真夜中におなごのこえがしたんだど。声を聞いただけでなんぼが綺麗な人だ

ど思ったどさ。 



 そして、たのまれるままに、またひきはじまだど。 

 それから何時かたった。語り終わってから、おなごの身の上をきいでみだ

ら・・・。 

「法師様、驚かれるかもしれねども、実は私は人間ではないんです。」 

「前には、夫も、娘もありましたが、いろいろあって、大蛇になってしまった

のでございます。」 

「いま、こんだに体がおっきょなって住むところがへんぼなってしもだんで、

近いうちに貝附のへんべところばせきとめで、荒川や女川一帯をおっきだ湖に

して、すみかにしよどおもいます。」 

「このことは、誰にもいわのでください。もしいったときは、法師様の命はな

いもんだど思ってください。一刻も早く安全だ場所に移ったほうがよろしゅう

ございます。」 

 そう言うと、そのおなごはなま臭い風と一緒にどっかへいってしもだんだど。 

 

 琵琶法師は 

「これは大変だ。はよ下関にいがねば・・・。」 

と、夜道をいそいだど。 

「庄屋様！大変でございます！」 



 下関の大庄屋、渡辺三左衛門様で、その琵琶法師は、峠でのことをみんな話

してしもだんだど。 

話が終わった時には、もはや息をしていねがったど。琵琶と杖だけが残ったん

だどさ。 

 

 庄屋様の家で村人達が集まって、どうやって大蛇を退治っすか相談したんだ

ど。 

 大蛇は鉄が大嫌いだんだど。村中の鉄と名のつくものを集めて、おっきだ釘

をいっぺつぐったど。 

 

 そして、みんなで鉄くぎをかついで大里峠まで行って、あたり一面にうった

んだど。そうしたら、大蛇は切ながって騒いだど。まるで地獄のようだったど

さ。 

「苦しいー！」「助けてくれー！」 

 大蛇は、苦しがって苦しがって七日間も苦しんだどさ。 

 

 村人たちは、一眠りもしんねで心配してだったどもとうとう、大蛇は死んで

しもだど。 



「バンザーイ！」「バンザーイ！」 

 村のしょは、みんなが外に出で、村の無事を喜んだどさ。 

 

 そして、自分の命ば捨てて村ば助けた琵琶法師を神様としてまつることにし

たんだどさ。 

 今でも、下関に大蔵神社には、この、琵琶法師のもってだった琵琶を、宝物

としてまつられでらんだどさ。 

 

 

いかがですか？ ご年配のかたはご存知かとおもいますが。若い方は知らない

方もるんじゃないですか？ 

こういう話があるんですよ。 

  

 

いかががでしたか？楽しんでいただけましたか？ 

 


